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έース・スλσΟの̎つのςンϓϨート（౔԰༎հ・ล見ӳو）

２．&JTFOIBSEU�ʢ����ʣͱ (JPJB�FU�BM��ʢ����ʣͱのൺֱݕ౼

　ຊ節では、&JTFOIBSEU�（����）と (JPJB�FU�BM��（2��2）を̑つの߲目に෼͚て、それͧれ

は、̑つの߲目を用意した。ೝࣝ論上のલఏとڀݚをとる。そのためにຊܗ及していくݴ

の必要ੑ（̎ʵ̎ɽ）、σーλの収ू（̎ʵڀݚߦௐࠪと先ݙจ、（ʵ̍ɽ̎）ੑ޲ࢤのڀݚ

̏ɽ）、σーλの෼ੳ（̎ʵ̐ɽ）、そして、記ड़ํ法（̎ʵ̑ɽ）である。最後に̑つの߲目

をまとめたλΫιϊϛーをఏࣔする。

２ʵ̍．ೝࣝ࿦্のલఏͱڀݚのੑ޲ࢤ

　まず &JTFOIBSEU�（����）は、論理実ূ主義のલఏに立っており、൴ঁࣗ਎も໌確にʮ実

ূ主義者ʯだとࣔしている。つまり、஌ࣝは人々とはಠ立して٬観的に存在するਅ実だと

いうことである。より正確に͑ݴば、஌ࣝは追ࢼՄೳかつৗに൓ূされる対৅であり、൓

ূされるまでは࣋ͪこた͑ているという意味で、࢑定的な஌ࣝである。したがって、έー

ス・スλσΟを௨じて生み出された஌ࣝ（理論やԾઆ）は、別のαンϓϧや更なる経ݧ的

ௐࠪをجに検ূされ、৽たな理論やԾઆとしてम正されていくことが必要となる。

　一ํで、(JPJB�FU�BM��（2��2）は、社ձߏ੒主義のલఏに立つ。൴らのࢦఠになら͑ば、

ʮ૊৫の現実をߏஙする人々は（৴೦やݴ、ํ͑ߟઆ౳の）h ஌ࣝを生み出すΤーδΣントʱ

（LOPXMFEHFBCMF�BHFOU）ʯである（Q����ʀׅ ಺はච者らによる加ච）。つまり、஌ࣝは人々ހ

とはಠ立して٬観的に存在する事実ではなく、人々のԿらかの׆ಈの結果、࡞り上͛られ

た࢈෺だということである。したがって、έース・スλσΟを௨じて生み出されるのは、

ௐࠪ対৅者にີ着したݴい回し（BEIFSF�GBJUIGVMMZ�UP�JOGPSNBOU�UFSNT）を用いつつ、理論

ྖҬにもҾきつ͚た（UIFPSFUJDBM�SFBMN）࢐৽なίンηϓトやϓロηス・Ϟσϧといった

໋୊となる（Q��2�）̏。

２ʵ２．จݙௐࠪͱઌڀݚߦのඞཁੑ

　&JTFOIBSEU�（����）がέース・スλσΟをߦう上で、最ॳにߦなう必要があることは、ௐ

ࠪに必要な֓೦を特定するための先ڀݚߦϨϏϡーである。これをߦなうことなしに、ݚ

にʮどのよࡍ課୊を定義しておくことは、ௐࠪのڀݚ課୊を設定できない。あらかじめڀ

うな૊৫を対৅にすればよいかʯ、あるいはʮどのようなσーλをूめればよいかʯを特定

することにつながる。য点を決めることなくௐࠪを始めると、σーλのւでనれることに

̏�実ূ主義とղऍ主義（ຊڀݚでいう社ձߏ੒主義をؚΉ）の違いにؔしては、ྫ͑ば、໺ଜ（2���ɼ
��ô2�ท）のઆ໌がわかりやすいので、あわせてࢀরされたい。
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̍．͸͡Ίʹ

　ຊڀݚの目的は、ถࢽࡶܥࠃを中心とした質的ڀݚで஫目されている(JPJB�.FUIPEPMPHZ

とݺばれる (JPJB
�$PSMFZ
�BOE�)BNJMUPO�（2��2）の主張を੔理し、൴らのํ法論のҐஔ͚ͮ

とそのありํを検討することである。そのࡍに、(MBTFS�BOE�4USBVTT�（����）と :JO�（����）

を౿ま͑た &JTFOIBSEU�（����）とൺֱしながら検討し、̎つのςンϓϨートのڞ௨点と相

違点をԡさ͑論ࢫを੔理する̎。

　ຊڀݚのഎܠには、質的ڀݚで必ਢの記ࡌ事߲やલఏとなるೝࣝ論の違い、およびจݙ

やσーλの収ू・෼ੳ・記ड़にؔして、೔ຊࠃ಺のڀݚ者ؒでڞ௨理ղがないことが͛ڍ

られる。ྫ͑ば、2���೥に૊৫Պֶࢽのʮ経Ӧ૊৫の෼ްい記ड़ʯ特ूでは、当該ࢽのࣗ

༝論୊への೥ؒ౤ߘ総਺にඖఢする論จ��ຊが౤ߘされた。このことは、೔ຊの経Ӧֶݚ

論จのௐࠪߘでは、౤ݴ಄רなのだが、ಉ時にࠨで質的ํ法が஫目されていることのূڀ

ํ法や対৅者਺、期ؒやσーλ֓要にؔする記ड़ෆ଍が散見されたことにۤݴもఄされて

いた（̎ท）。また、ಉじく૊৫Պֶࢽが2���೥に特ूしたʮ質のߴいڀݚ論จとはʁʯで

は、ʮ೔ຊの経ӦֶίϛϡχςΟには、ࡍࠃඪ४に合ったڀݚ論จをྔ࢈するे෼なೳ力が

஝ੵされているとはい͑ずʯ（̎ท）というࢦఠもあった。

　もͪΖΜ、多くのڀݚがར用するςンϓϨートを঺հすることで、ڀݚ者がࣗ਎のڀݚ

を正当Խするために、ҹ᝷の͝とく࢖用するಈ機͚ͮを生Ή危ੑݥもある（ԣᖒ・ล・޲

Ҫɼ2���ɼ�2ô��ท）。しかしながら、(JPJB�.FUIPEPMPHZ にؔするڀݚϊートをまとめる

ことには、೔ຊࠃ಺のڀݚ者に対する論จの঺հとέース・スλσΟの厳ີੑをߴめるํ

法の੔理がՄೳな点で意義があるとい͑る。

̎�なお、&JTFOIBSEU�（����）の੔理検討にؔしては（���2）౻ࠤ、(MBTFS�BOE�4USBVTT�（����）と :JO�（����）
と &JTFOIBSEU�（����）のൺֱ検討にؔしてはԣᖒ・ล・޲Ҫ（2���）がஸೡにϨϏϡーしているため、
あわせてࢀরされたい。
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る点である。この点をߴめるにあたっては (JPJB�FU�BM��（2��2ɼQ����）もࢦఠしているが、

ϑΟーϧυにೖり込Μで現஍人Խする（HPJOH�OBUJWF）ڀݚ者の໰୊がある。その対策とし

て、྆ڀݚ者ともௐࠪ対৅にߦくڀݚ者とߦかないڀݚ者に෼͚てڀݚをߦなうことをڍ

͛ている。これによって、現場にߦかないڀݚ者は、ௐࠪ対৅者やௐࠪ対৅のৄ細な৘ใ

を஌らないため、ϑΟーϧυにೖり込Μだڀݚ者の発見事実に対して、別のࢹ点から࡯ߟ

をߦうことができ、その結果、৴པੑと٬観ੑがߴまるとしている。

にٯ　 &JTFOIBSEU�（����）と (JPJB�FU�BM��（2��2）とでҟなる点は、έースのબ୒のํ࢓で

ある。この違いはʮ̎ʵ̍ɽೝࣝ論上のલఏとڀݚのੑ޲ࢤʯに༝来する。&JTFOIBSEU�

（����）にお͚るέースのҐஔ͚ͮは、理論ߏஙのために意図的に、σーλから出現した理

論を発లさせ、લのέースを࠶現するようにબばれる。したがって、ଞの特徴がྨࣅする

一ํで、̍つの重要な特徴がେきくҟなるෳ਺のέース（̐ʙ��）を理論的な理༝からબ

୒する。これを理論的αンϓϦンάという。

　一ํで、(JPJB�FU�BM��（2��2）は、ط存ڀݚを෴すようなՄೳੑと๛෋なσーλが得られ

そうかにͮجいて単一のέースをબ୒する。このような࢟੎は、൴らがґڌするάϥ΢ン

σッυ・ηΦϦー（HSPVOEFE�UIFPSZ）がもつʮํ法論的要੥ʯ（好Ҫɼ2���ʀ���ô���ท）

と理ղするのがよいだΖう。社ձֶ者である好Ҫは、άϥ΢ンσッυ・ηΦϦーがʮάϥ

΢ンσッυというݴ༿に৅徴されているように、それは、人々が生きている現実にͮૅج

͚られ、あるいはࠜをおΖし、そこから決してဃ཭することなく、現実で生きられている

規ൣやடংなどを取り出し、読みղいていくΞϓローνであるʯとࢦఠしている（好Ҫɼ

2���ʀ���ô���ท）。したがって (JPJB らのスλンスは、ڀݚ者がσーλやௐ΂ている現実

とಉじ場所にډଓ͚ようとできるだ͚౒力をす΂きだという要੥にͮجいていると理ղで

きるのだ。

２ʵ̐．σʔλの෼ੳ

　質的ڀݚの場合、インλϏϡー、観࡯、資ྉなどෳ਺のํ法を૊み合わせることが一ൠ

的である。&JTFOIBSEU�（����）がڵ味ਂいとこΖは、質的・ྔ的σーλを໰わず࢖用Մೳ

だとする点である。൴ঁはこのいくつかのϝϦットとして、σーλを૊み合わせることに

よる相৐効果や෼ੳ結果をิ強できることを͛ڍている。ྫ͑ば、ྔ的σーλによって、

質的σーλで得たڀݚ者が઱໌な৘ใに࿭わされ、ޡったҹ৅を࣋ってしまうバイΞスを

避͚られる一ํで、質的σーλによって、ྔ的σーλの中で出現した論理的ࠜڌや理論の

എ後にあるؔ܎を理ղするのに໾に立つのである。

　また &JTFOIBSEU は、σーλの෼ੳにࡍして、έース಺、έースؒ、σーλ・ιースؒ
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なってしまうからだ。

　ಉ༷に、事લにߏ੒֓೦を໌確にしておくことも理論ߏஙܕのڀݚをする上で໾に立つ。

理論ߏஙܕのڀݚでは、これをすることによって、ߏ੒֓೦をより正確にଌ定することが

できるようになるからだ。ただし、ڀݚをਐめていく中で、変更されるՄೳੑがあるため、

あくまでも、それらはԾのものであることもೝࣝしていな͚ればならない。

　さらに、έース・スλσΟを始めるにあたって、バイΞスを避͚るために特定の理論や

Ծઆにґڌしない状況で始めるのがよいという。つまり、ط存ڀݚなどをߟࢀにしてڀݚ

課୊とする点や重要そうな変਺は໌確にしておくが、特定の変਺と理論のؔ܎までは໌確

にしないということである。

　ಉ༷に (JPJB�FU�BM��（2��2）は、ʮここで少し告നをする（"�TNBMM�DPOGFTTJPO�IFSF）ʯ（Q��22）

とした上で、ڀݚがσーλ෼ੳのஈ֊に至るまでは、ৄ 細までจݙを஌らないでおく必要が

あると主張する。なͥなら、あまりにもૣくからจݙをৄ細に஌ることで、ڀݚ者がσー

λに対して໡目になり、先ߦԾઆのバイΞス（確ূバイΞス）をಋいてしまうからだとい

う。もͪΖΜ (JPJB らは、決して׬શにط存ڀݚについて஌る΂きではないとݴっている

わ͚ではない。(JPJB らは、ڀݚ者がこうしたスλンスをとることによってはじめて、ࢥい

込みの回避、もしくは、ؔ心ྖҬにお͚るط存の理論Խされたものをແࢹできるとࢦఠし

ているのである̐。

２ʵ̏．σʔλのऩू

　まず &JTFOIBSEU�（����）と (JPJB�FU�BM��（2��2）のڞ௨点を̎点ݴ及する。̍点目は、ௐ

ࠪ中にσーλ収ूํ法やインλϏϡー・ϓロトίϧをਵ時変更Մೳとする点である。ただ

し、ௐࠪがߦき当たりばったりでよいというわ͚ではない。特に &JTFOIBSEU は、生み出さ

れる理論をよりྑくするために、特定έースの特घੑを生かし、৽事実を発見しやすくす

るために、ௐࠪのॊೈੑが必要だとする。

　もう̍点目は、ෳ਺のڀݚ者によるௐࠪをਪ঑している点である。ෳ਺のڀݚ者による

ௐࠪのར点について、&JTFOIBSEU は̎点͛ڍている。ୈ̍に、ڀݚの૑଄力をߴめる点で

ある。ڀݚ者はおޓいのಎ࡯力をิ׬しあい、σーλにຒもれている未஌の事実をจষԽ

するՄೳੑをߴめることができるからである。ୈ̎に、෼ੳ結果の৴པੑと٬観ੑをߴめ

̐�先ڀݚߦが存在しないことを理༝にจݙௐࠪをߦなわない論จも散見されるが、ʮ現場にࠜ付いた理論
の発見をめ͟すから、ؔ࿈する理論ڀݚであっても先ڀݚߦの֓೦は一੾࢖用しないというのも極୺
であるし、それはڀݚ上のଵຫの正当Խにもつながる。ΤスϊάϥϑΟー౳で、理論なき未஌のྖҬ
を実ূ的に୳ࡧするひとは、多くの場合、実に多छ多༷なެࣜの理論を஌ࣩしているʯ（金Ҫɼ����ɼ
ୈ̏ষɼ஫2�ɼ���ô���ท）。したがって、จݙௐࠪをߦなわない質的ڀݚは存在しないのだ。

（��2）
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る点である。この点をߴめるにあたっては (JPJB�FU�BM��（2��2ɼQ����）もࢦఠしているが、

ϑΟーϧυにೖり込Μで現஍人Խする（HPJOH�OBUJWF）ڀݚ者の໰୊がある。その対策とし

て、྆ڀݚ者ともௐࠪ対৅にߦくڀݚ者とߦかないڀݚ者に෼͚てڀݚをߦなうことをڍ

͛ている。これによって、現場にߦかないڀݚ者は、ௐࠪ対৅者やௐࠪ対৅のৄ細な৘ใ

を஌らないため、ϑΟーϧυにೖり込Μだڀݚ者の発見事実に対して、別のࢹ点から࡯ߟ

をߦうことができ、その結果、৴པੑと٬観ੑがߴまるとしている。

にٯ　 &JTFOIBSEU�（����）と (JPJB�FU�BM��（2��2）とでҟなる点は、έースのબ୒のํ࢓で

ある。この違いはʮ̎ʵ̍ɽೝࣝ論上のલఏとڀݚのੑ޲ࢤʯに༝来する。&JTFOIBSEU�

（����）にお͚るέースのҐஔ͚ͮは、理論ߏஙのために意図的に、σーλから出現した理

論を発లさせ、લのέースを࠶現するようにબばれる。したがって、ଞの特徴がྨࣅする

一ํで、̍つの重要な特徴がେきくҟなるෳ਺のέース（̐ʙ��）を理論的な理༝からબ

୒する。これを理論的αンϓϦンάという。

　一ํで、(JPJB�FU�BM��（2��2）は、ط存ڀݚを෴すようなՄೳੑと๛෋なσーλが得られ

そうかにͮجいて単一のέースをબ୒する。このような࢟੎は、൴らがґڌするάϥ΢ン

σッυ・ηΦϦー（HSPVOEFE�UIFPSZ）がもつʮํ法論的要੥ʯ（好Ҫɼ2���ʀ���ô���ท）

と理ղするのがよいだΖう。社ձֶ者である好Ҫは、άϥ΢ンσッυ・ηΦϦーがʮάϥ

΢ンσッυというݴ༿に৅徴されているように、それは、人々が生きている現実にͮૅج

͚られ、あるいはࠜをおΖし、そこから決してဃ཭することなく、現実で生きられている

規ൣやடংなどを取り出し、読みղいていくΞϓローνであるʯとࢦఠしている（好Ҫɼ

2���ʀ���ô���ท）。したがって (JPJB らのスλンスは、ڀݚ者がσーλやௐ΂ている現実

とಉじ場所にډଓ͚ようとできるだ͚౒力をす΂きだという要੥にͮجいていると理ղで

きるのだ。

２ʵ̐．σʔλの෼ੳ

　質的ڀݚの場合、インλϏϡー、観࡯、資ྉなどෳ਺のํ法を૊み合わせることが一ൠ

的である。&JTFOIBSEU�（����）がڵ味ਂいとこΖは、質的・ྔ的σーλを໰わず࢖用Մೳ

だとする点である。൴ঁはこのいくつかのϝϦットとして、σーλを૊み合わせることに

よる相৐効果や෼ੳ結果をิ強できることを͛ڍている。ྫ͑ば、ྔ的σーλによって、

質的σーλで得たڀݚ者が઱໌な৘ใに࿭わされ、ޡったҹ৅を࣋ってしまうバイΞスを

避͚られる一ํで、質的σーλによって、ྔ的σーλの中で出現した論理的ࠜڌや理論の

എ後にあるؔ܎を理ղするのに໾に立つのである。

　また &JTFOIBSEU は、σーλの෼ੳにࡍして、έース಺、έースؒ、σーλ・ιースؒ
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なってしまうからだ。

　ಉ༷に、事લにߏ੒֓೦を໌確にしておくことも理論ߏஙܕのڀݚをする上で໾に立つ。

理論ߏஙܕのڀݚでは、これをすることによって、ߏ੒֓೦をより正確にଌ定することが

できるようになるからだ。ただし、ڀݚをਐめていく中で、変更されるՄೳੑがあるため、

あくまでも、それらはԾのものであることもೝࣝしていな͚ればならない。

　さらに、έース・スλσΟを始めるにあたって、バイΞスを避͚るために特定の理論や

Ծઆにґڌしない状況で始めるのがよいという。つまり、ط存ڀݚなどをߟࢀにしてڀݚ

課୊とする点や重要そうな変਺は໌確にしておくが、特定の変਺と理論のؔ܎までは໌確

にしないということである。

　ಉ༷に (JPJB�FU�BM��（2��2）は、ʮここで少し告നをする（"�TNBMM�DPOGFTTJPO�IFSF）ʯ（Q��22）

とした上で、ڀݚがσーλ෼ੳのஈ֊に至るまでは、ৄ 細までจݙを஌らないでおく必要が

あると主張する。なͥなら、あまりにもૣくからจݙをৄ細に஌ることで、ڀݚ者がσー

λに対して໡目になり、先ߦԾઆのバイΞス（確ূバイΞス）をಋいてしまうからだとい

う。もͪΖΜ (JPJB らは、決して׬શにط存ڀݚについて஌る΂きではないとݴっている

わ͚ではない。(JPJB らは、ڀݚ者がこうしたスλンスをとることによってはじめて、ࢥい

込みの回避、もしくは、ؔ心ྖҬにお͚るط存の理論Խされたものをແࢹできるとࢦఠし

ているのである̐。

２ʵ̏．σʔλのऩू

　まず &JTFOIBSEU�（����）と (JPJB�FU�BM��（2��2）のڞ௨点を̎点ݴ及する。̍点目は、ௐ

ࠪ中にσーλ収ूํ法やインλϏϡー・ϓロトίϧをਵ時変更Մೳとする点である。ただ

し、ௐࠪがߦき当たりばったりでよいというわ͚ではない。特に &JTFOIBSEU は、生み出さ

れる理論をよりྑくするために、特定έースの特घੑを生かし、৽事実を発見しやすくす

るために、ௐࠪのॊೈੑが必要だとする。

　もう̍点目は、ෳ਺のڀݚ者によるௐࠪをਪ঑している点である。ෳ਺のڀݚ者による

ௐࠪのར点について、&JTFOIBSEU は̎点͛ڍている。ୈ̍に、ڀݚの૑଄力をߴめる点で

ある。ڀݚ者はおޓいのಎ࡯力をิ׬しあい、σーλにຒもれている未஌の事実をจষԽ

するՄೳੑをߴめることができるからである。ୈ̎に、෼ੳ結果の৴པੑと٬観ੑをߴめ

̐�先ڀݚߦが存在しないことを理༝にจݙௐࠪをߦなわない論จも散見されるが、ʮ現場にࠜ付いた理論
の発見をめ͟すから、ؔ࿈する理論ڀݚであっても先ڀݚߦの֓೦は一੾࢖用しないというのも極୺
であるし、それはڀݚ上のଵຫの正当Խにもつながる。ΤスϊάϥϑΟー౳で、理論なき未஌のྖҬ
を実ূ的に୳ࡧするひとは、多くの場合、実に多छ多༷なެࣜの理論を஌ࣩしているʯ（金Ҫɼ����ɼ
ୈ̏ষɼ஫2�ɼ���ô���ท）。したがって、จݙௐࠪをߦなわない質的ڀݚは存在しないのだ。
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うな෼ੳを経て׬੒するのが、図ද̍である。

　しかしながら、この図ද̍をࣔすだ͚では、ίンηϓト・ςーマ・౷合次ݩಉ士のؔ܎

についてԿもઆ໌したことにならない。そこで (JPJB らは、σーλߏ଄からάϥ΢ンσッ

υ・ηΦϦーにҠߦするには、それͧれのؔ܎をઆ໌する必要があることをࢦఠしている。

２ʵ̑．هड़ํ๏

　&JTFOIBSEU�（����）はέースの記ड़について̏点ݴ及している。̍点目は、ط存ڀݚと

の違いをࣔしつつ、෼ੳ結果が࢐৽な஌見をもたらしているかを記ड़することである。理

論ߏஙのためのέース・スλσΟは、単にط存の理論の追ࢼに終わってはならない。この

ํ法による理論ߏஙの強みは、生み出された理論が৽規ੑ、検ূՄೳੑ、実ূ的ଥ当ੑを

࣋つՄೳੑがあることだと &JTFOIBSEU はड़΂ている。

　加͑て、ࣔされたそれͧれの໋୊が、σーλとจݙにͮجいてߏஙされたことにؔする

આ໌をஸೡに記ड़する必要がある。これが̎点目である。αンϓϧやσーλ収ू手ॱ、෼

ੳにؔする৘ใをࣔす必要があるのはもͪΖΜのことである。それ以上に൴ঁが重要ࢹし

ているのは、࠶現ੑのあるڀݚに必要なํ法をߦっているかということである。۩体的に

い͑ば、σーλが理論をཪ͚ͮているか、৻重に෼ੳ手ॱを౿Μだか、ূڌは理論を支࣋

するものか、対߅するઆ໌を٫غできたかといったことである。繰り返しになるが、こう

した࠶現ੑのあるڀݚを重要ࢹするഎܠには、生み出された理論やԾઆは、追ࢼՄೳかつ

ৗに൓ূされる対৅であるという論理実ূ主義がある。

　̏点目は、σーλのਂみを出すために、σーλの一ཡおよび、ߴいέースと௿いέース

にؔする発ྫݴという、̎つをূڌとしてఏࣔすることである。&JTFOIBSEU�（����）によ

れば、σーλの一ཡを見せることにとどまってしまうέース・スλσΟが多く、読者の理

ղをؑみていないという。つまり、この̎つの྆極୺なέースをࣔすことは、読者を意ࣝ

してߦわれる記ड़であり、この෼ੳからුかび上がった特徴をΫϦΞにࣔすことができる

意味で重要なのである。

　一ํで、(JPJB�FU�BM��（2��2）は、次の̏点についてݴ及している。̍点目は、ڻく΂き

ௐࠪにお͚る発見事実をҾ用しつつ、ط存ڀݚを෴すことができることをࣔすことである。

もͪΖΜ、&JTFOIBSEU�（����）が重要ࢹする࠶現ੑのあるڀݚに必要な事߲も؆単に৮れ

られている（Q��2���"QQFOEJY�"）が、൴らが目ࢦしているのは、ط存ڀݚの相対Խなので

ある。

　̎点目は、σーλߏ଄にお͚るίンηϓト、ςーマ、次ݩಉ士のؔ܎をҼ果ؔ܎の໼ҹ

（ˠ）でࣔすことが؊心であるとࢦఠする（図ද̎）。このように໼ҹ（ˠ）でҼ果ؔ܎を
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のܧଓ的ൺֱが重要であるとする。これは、人ؒの৘ใ処理ೳ力のݶքに伴うバイΞスと

ったղऍをಋかないためのํ策である。そして൴ঁは、ൺֱを௨じてු上した特徴につޡ

いて、ߴいέースと௿いέースとを෼͚て෼ੳをߦなうことが次に重要であるとする。こ

れはྫ͑ば、ある特徴が̎つු上すれば、ߴ௿で̎ʷ̎のマトϦッΫスをߏ੒することが

でき、෼ੳをਐめやすくなるからである。

　一ํで (JPJB�FU�BM��（2��2）は、(MBTFS�BOE�4USBVTT�（����）によるάϥ΢ンσッυ・ηΦ

Ϧーにґڌして、̏ ஈ֊のஈ֊的なந৅Խによるσーλߏ଄ͮくりをߦなう（図ද̍）。ま

ず、ୈ̍次ݩであるίンηϓトは、(MBTFS�BOE�4USBVTT�（����）のΦーϓン・ίーσΟンά

とಉ༷に、収ूされた生σーλをจষ͝とに細かく෼அ（੾ยԽ）した後、಺༰をద੾にද

現する؆ܿなϥϕϧを付͚る࡞業である。ただし、このஈ֊では、まだ先ڀݚߦをࢀরせ

ず、生σーλと޲き合うようにする。ଓくୈ̎次ݩのςーマは、ಉじく (MBTFS�BOE�4USBVTT�

（����）のΞΫγϟϧ・ίーσΟンάとಉ༷に、ྨࣅするϥϕϧಉ士をまとめ、カςΰϦー

෼͚をߦう。ここでॳめて先ڀݚߦをࢀরしながら、ίンηϓトをแؚするようなςーマ

の生੒をߦなっていく。最後の౷合次ݩは、これ以上ந৅的にならないという理論的๞࿨

に至るような次ݩの生੒をߦなっていく。なお෼ੳのࡍには、ෳ਺のڀݚ者が಺෦者と外

෦者の໾ׂに෼かれ、σーλղऍのڞ௨理ղをするに至ることがٻめられている。このよ

ਤද̍．$PSMFZ�BOE�(JPJB�ʢ����ʣ�Ͱ༻͍ΒΕͨσʔλߏ଄

出所）(JPJB�FU�BM��（2��2
�Q��2�）をもとにච者࡞੒

（���）



�

έース・スλσΟの̎つのςンϓϨート（౔԰༎հ・ล見ӳو）

うな෼ੳを経て׬੒するのが、図ද̍である。

　しかしながら、この図ද̍をࣔすだ͚では、ίンηϓト・ςーマ・౷合次ݩಉ士のؔ܎

についてԿもઆ໌したことにならない。そこで (JPJB らは、σーλߏ଄からάϥ΢ンσッ

υ・ηΦϦーにҠߦするには、それͧれのؔ܎をઆ໌する必要があることをࢦఠしている。

２ʵ̑．هड़ํ๏

　&JTFOIBSEU�（����）はέースの記ड़について̏点ݴ及している。̍点目は、ط存ڀݚと

の違いをࣔしつつ、෼ੳ結果が࢐৽な஌見をもたらしているかを記ड़することである。理

論ߏஙのためのέース・スλσΟは、単にط存の理論の追ࢼに終わってはならない。この

ํ法による理論ߏஙの強みは、生み出された理論が৽規ੑ、検ূՄೳੑ、実ূ的ଥ当ੑを

࣋つՄೳੑがあることだと &JTFOIBSEU はड़΂ている。

　加͑て、ࣔされたそれͧれの໋୊が、σーλとจݙにͮجいてߏஙされたことにؔする

આ໌をஸೡに記ड़する必要がある。これが̎点目である。αンϓϧやσーλ収ू手ॱ、෼

ੳにؔする৘ใをࣔす必要があるのはもͪΖΜのことである。それ以上に൴ঁが重要ࢹし

ているのは、࠶現ੑのあるڀݚに必要なํ法をߦっているかということである。۩体的に

い͑ば、σーλが理論をཪ͚ͮているか、৻重に෼ੳ手ॱを౿Μだか、ূڌは理論を支࣋

するものか、対߅するઆ໌を٫غできたかといったことである。繰り返しになるが、こう

した࠶現ੑのあるڀݚを重要ࢹするഎܠには、生み出された理論やԾઆは、追ࢼՄೳかつ

ৗに൓ূされる対৅であるという論理実ূ主義がある。

　̏点目は、σーλのਂみを出すために、σーλの一ཡおよび、ߴいέースと௿いέース

にؔする発ྫݴという、̎つをূڌとしてఏࣔすることである。&JTFOIBSEU�（����）によ

れば、σーλの一ཡを見せることにとどまってしまうέース・スλσΟが多く、読者の理

ղをؑみていないという。つまり、この̎つの྆極୺なέースをࣔすことは、読者を意ࣝ

してߦわれる記ड़であり、この෼ੳからුかび上がった特徴をΫϦΞにࣔすことができる

意味で重要なのである。

　一ํで、(JPJB�FU�BM��（2��2）は、次の̏点についてݴ及している。̍点目は、ڻく΂き

ௐࠪにお͚る発見事実をҾ用しつつ、ط存ڀݚを෴すことができることをࣔすことである。

もͪΖΜ、&JTFOIBSEU�（����）が重要ࢹする࠶現ੑのあるڀݚに必要な事߲も؆単に৮れ

られている（Q��2���"QQFOEJY�"）が、൴らが目ࢦしているのは、ط存ڀݚの相対Խなので

ある。

　̎点目は、σーλߏ଄にお͚るίンηϓト、ςーマ、次ݩಉ士のؔ܎をҼ果ؔ܎の໼ҹ

（ˠ）でࣔすことが؊心であるとࢦఠする（図ද̎）。このように໼ҹ（ˠ）でҼ果ؔ܎を
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のܧଓ的ൺֱが重要であるとする。これは、人ؒの৘ใ処理ೳ力のݶքに伴うバイΞスと

ったղऍをಋかないためのํ策である。そして൴ঁは、ൺֱを௨じてු上した特徴につޡ

いて、ߴいέースと௿いέースとを෼͚て෼ੳをߦなうことが次に重要であるとする。こ

れはྫ͑ば、ある特徴が̎つු上すれば、ߴ௿で̎ʷ̎のマトϦッΫスをߏ੒することが

でき、෼ੳをਐめやすくなるからである。

　一ํで (JPJB�FU�BM��（2��2）は、(MBTFS�BOE�4USBVTT�（����）によるάϥ΢ンσッυ・ηΦ

Ϧーにґڌして、̏ ஈ֊のஈ֊的なந৅Խによるσーλߏ଄ͮくりをߦなう（図ද̍）。ま

ず、ୈ̍次ݩであるίンηϓトは、(MBTFS�BOE�4USBVTT�（����）のΦーϓン・ίーσΟンά

とಉ༷に、収ूされた生σーλをจষ͝とに細かく෼அ（੾ยԽ）した後、಺༰をద੾にද

現する؆ܿなϥϕϧを付͚る࡞業である。ただし、このஈ֊では、まだ先ڀݚߦをࢀরせ

ず、生σーλと޲き合うようにする。ଓくୈ̎次ݩのςーマは、ಉじく (MBTFS�BOE�4USBVTT�

（����）のΞΫγϟϧ・ίーσΟンάとಉ༷に、ྨࣅするϥϕϧಉ士をまとめ、カςΰϦー

෼͚をߦう。ここでॳめて先ڀݚߦをࢀরしながら、ίンηϓトをแؚするようなςーマ

の生੒をߦなっていく。最後の౷合次ݩは、これ以上ந৅的にならないという理論的๞࿨

に至るような次ݩの生੒をߦなっていく。なお෼ੳのࡍには、ෳ਺のڀݚ者が಺෦者と外

෦者の໾ׂに෼かれ、σーλղऍのڞ௨理ղをするに至ることがٻめられている。このよ

ਤද̍．$PSMFZ�BOE�(JPJB�ʢ����ʣ�Ͱ༻͍ΒΕͨσʔλߏ଄

出所）(JPJB�FU�BM��（2��2
�Q��2�）をもとにච者࡞੒

（���）
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έース・スλσΟの̎つのςンϓϨート（౔԰༎հ・ล見ӳو）

ているのだ̒。このことはひるが͑って、&JTFOIBSEU�（����）がʮ検ূՄೳな理論の࢈出ʯ

を目的としたことで半減してしまったέース・スλσΟのັ力を回෮することにもつなが

るとい͑よう。

̒�実ূ主義とඇ実ূ主義（社ձߏ੒主義をؚΉ）のどͪらかに立٭するか、έースબ୒の論理がҟなる
ことにؔしては、໺ଜ（2���ɼ��ô��ท）のઆ໌がわかりやすいので、あわせてࢀরされたい。

ਤද̏．&JTFOIBSEU�ʢ����ʣͱ (JPJB�FU�BM��ʢ����ʣのλΫιϊϛʔ

出所）ච者࡞੒
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ࣔすことで、Ҽ果ؔ܎でつな͛られたμイφϛッΫなϓロηスをඳくことがՄೳになるの

である̑。

　̏点目は、σーλߏ଄のうͪ、ςーマと次ݩにおいて৽ੑحのߴい໋୊は強ௐしてࣔす

ということである。なお、໋ ୊を強ௐするにあたって (JPJB�FU�BM��（2��2
�Q��2�）は、次の̎

点を໰いか͚る必要があるとࢦఠしている。ୈ̍に、໋୊が未来の質的ڀݚ者にとっての

見取り図となりうるか、ということであり、ୈ̎に、໋୊が質的ڀݚとྔ的ڀݚのਂいߔ

をつなぐڮとして有効となりうるか、ということである。以上、̑つの߲目をまとめたの

が、図ද̏である。

　&JTFOIBSEU�（����）は、ʮ検ূՄೳな理論の࢈出ʯを目的としており、そのことにέー

ス・スλσΟのັ力の̍つを見出すことができる。しかし、（���2）౻ࠤがࢦఠするよう

に、このことがか͑って、έースڀݚのもう̍つのັ力であるʮෳ਺の主体の意図がަࡨ

するようなෳࡶな社ձ現৅をઆ໌するϝカχζムを໌らかにするʯというັ力を半減させ

てしまった（���ô���ท）。つまり、&JTFOIBSEU は質的ڀݚがྔ的ڀݚにैଐするؔ܎にあ

ると理ղしている。

　一ํで (JPJB�FU�BM��（2��2）は、質的ڀݚはࣗ立した（TUBOE�PO�JUT�PXO）ํڀݚ法である

とࢦఠしている（Q��2�）。൴らは、質的ڀݚで生み出される理論を࢐৽なίンηϓトやϓ

ロηス・Ϟσϧとすることで、質的ڀݚとྔ的ڀݚのؔ܎をಠ立するؔ܎にあると理ղし

̑�Ҽ果ؔ܎を໼ҹでࣔすことについては、ాଜ（2���ɼ��2ô���ท）の過程追੻のઆ໌がわかりやすいの
で、あわせてࢀরされたい。

ਤද２．$PSMFZ�BOE�(JPJB�ʢ����ʣͰࣔ͞Εͨ૊৫ΞΠσϯςΟςΟのมԽϓϩηε

出所）(JPJB�FU�BM��（2��2
�Q��2�）をもとにච者࡞੒

（���）
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έース・スλσΟの̎つのςンϓϨート（౔԰༎հ・ล見ӳو）

ているのだ̒。このことはひるが͑って、&JTFOIBSEU�（����）がʮ検ূՄೳな理論の࢈出ʯ

を目的としたことで半減してしまったέース・スλσΟのັ力を回෮することにもつなが

るとい͑よう。

̒�実ূ主義とඇ実ূ主義（社ձߏ੒主義をؚΉ）のどͪらかに立٭するか、έースબ୒の論理がҟなる
ことにؔしては、໺ଜ（2���ɼ��ô��ท）のઆ໌がわかりやすいので、あわせてࢀরされたい。

ਤද̏．&JTFOIBSEU�ʢ����ʣͱ (JPJB�FU�BM��ʢ����ʣのλΫιϊϛʔ

出所）ච者࡞੒
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ࣔすことで、Ҽ果ؔ܎でつな͛られたμイφϛッΫなϓロηスをඳくことがՄೳになるの

である̑。

　̏点目は、σーλߏ଄のうͪ、ςーマと次ݩにおいて৽ੑحのߴい໋୊は強ௐしてࣔす

ということである。なお、໋ ୊を強ௐするにあたって (JPJB�FU�BM��（2��2
�Q��2�）は、次の̎

点を໰いか͚る必要があるとࢦఠしている。ୈ̍に、໋୊が未来の質的ڀݚ者にとっての

見取り図となりうるか、ということであり、ୈ̎に、໋୊が質的ڀݚとྔ的ڀݚのਂいߔ

をつなぐڮとして有効となりうるか、ということである。以上、̑つの߲目をまとめたの

が、図ද̏である。

　&JTFOIBSEU�（����）は、ʮ検ূՄೳな理論の࢈出ʯを目的としており、そのことにέー

ス・スλσΟのັ力の̍つを見出すことができる。しかし、（���2）౻ࠤがࢦఠするよう

に、このことがか͑って、έースڀݚのもう̍つのັ力であるʮෳ਺の主体の意図がަࡨ

するようなෳࡶな社ձ現৅をઆ໌するϝカχζムを໌らかにするʯというັ力を半減させ

てしまった（���ô���ท）。つまり、&JTFOIBSEU は質的ڀݚがྔ的ڀݚにैଐするؔ܎にあ

ると理ղしている。

　一ํで (JPJB�FU�BM��（2��2）は、質的ڀݚはࣗ立した（TUBOE�PO�JUT�PXO）ํڀݚ法である

とࢦఠしている（Q��2�）。൴らは、質的ڀݚで生み出される理論を࢐৽なίンηϓトやϓ

ロηス・Ϟσϧとすることで、質的ڀݚとྔ的ڀݚのؔ܎をಠ立するؔ܎にあると理ղし

̑�Ҽ果ؔ܎を໼ҹでࣔすことについては、ాଜ（2���ɼ��2ô���ท）の過程追੻のઆ໌がわかりやすいの
で、あわせてࢀরされたい。

ਤද２．$PSMFZ�BOE�(JPJB�ʢ����ʣͰࣔ͞Εͨ૊৫ΞΠσϯςΟςΟのมԽϓϩηε

出所）(JPJB�FU�BM��（2��2
�Q��2�）をもとにච者࡞੒

（���）
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　この経Ӧװ෦のࢦఠをड͚た (JPJB は、ʮ目を見開いたࢥい（"O�FZF�PQFOFS）ʯ（Q��2�）

をした後、経Ӧװ෦૚のूまりにࢀ加し、࠶౓、෼ੳ結果をॻき௚すことになった。൴ら

のこのҾ用はあくまでも、ڀݚ者がॊೈな࢟੎をとる重要ੑをࣔす一ྫとして用いられて

いる。

　しかしこのҾ用を、ڀݚ者のϑΟーϧυにお͚るϙδγϣンの変Խとଊ͑ることはでき

ないだΖうか。そもそもௐࠪにお͚るインλϏϡーやࢀ༩観࡯は、単なるڀݚ上の手ଓき

ではなく、ڀݚ者がௐࠪ先においてあるϙδγϣンを得て、そこでの人々や場所、実ફに

ΞΫηスできるときに、それに伴って変Խしていく੓࣏的なものである。

　ྫ͑ば、ιーϠー（2���）は、状況的ֶश論（F�H�
�-BWF���8FOHFS
�����）の観点から、

したり、あらΏることにΞΫηスできたりする存在࡯的にあらΏるものを観ݖ者が特ڀݚ

ではなく、ڀݚ対৅として実ફのίϛϡχςΟへࢀ加しようとしている存在であると見な

すことができるとࢦఠする。実ࡍ、ௐࠪをߦなうためには、ڀݚ者ࣗ਎も༷々なํ法で、

その対৅にΞΫηスしなくてはならない。そしてそのࡍには、ʮどのようなڀݚ手法を取Ζ

うとΤスϊάϥϑΝーがいかに実ફにΞΫηスՄೳか、という໰୊からಀれることはでき

ないʯのである（ιーϠーɼ2���ɼ��ท）。

　このように͑ߟるなら、あるௐࠪ対৅にؔしてްい記ड़ができるかどうかは、ڀݚ者の

実ફへのίϛϡχςΟへのΞΫηスՄೳੑにґ存しているということになるだΖう。そし

て、ΞΫηスの༰қさやࠔ難さは、単にௐࠪがうまくいったかどうかということだ͚では

なく、そのίϛϡχςΟにお͚るڀݚ者のϙδγϣンやそのίϛϡχςΟの開์ੑやด࠯

ੑをࣔしていると͑ߟることができる。

　ྫ͑ば、（���2）ాࢁは、ݝ࡚ٶにある̎つのਫ਼ਆපӃ（一π੉පӃと " 立පӃ）でݝ

。਎のϑΟーϧυへのΞΫηスのありํをൺֱしているࣗాࢁ、ったϑΟーϧυௐࠪをߦ

۩体的には、લ者においては、ࣗాࢁ਎がӃ長よりʮެࣜにௐࠪをґཔされたେֶの先生ʯ

として、一ํ後者においては、ࣗాࢁ਎がʮਫ਼ਆපױ者ʯとしてΞΫηスしている。この̎

つのௐࠪをൺֱすることによって、（���2）ాࢁは、ௐࠪ対৅へのΞΫηスのํ࢓によっ

て、શくҟなったϑΟーϧυでのϦΞϦςΟが見出されることをࣔしている。

　したがって、ௐࠪ対৅で得たσーλは、主観的なղऍでも٬観的な記ड़でもなく、こう

したॾؔ܎の中でߏஙされるものだと͑ߟる必要が出てくる。ै来のϑΟーϧυϫーΫの

ํ法論の多くのจݙでは、ڀݚ手法はあくまでڀݚ手法であり、ϑΟーϧυへのೖりํも、

あくまで、手法の一෦として見なされてきた。このํ法論のഎܠには、٬観主義的なೝࣝ

論がある。しかし、状況論的なΞϓローνを取るとき、ϑΟーϧυϫーΫのํ法論は実ફ

へのࢀ加やΞΫηスと੾り཭すことができないものであり、またϑΟーϧυで得たσーλ

��
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̏．͓ΘΓʹ

̏ʵ̍．ݙߩ
　ຊڀݚの目的は、主にถࠃを中心とした質的ڀݚで஫目されている (JPJB�.FUIPEPMPHZ

とݺばれる (JPJB�FU�BM�（2��2）を੔理し、൴らのํ法論のҐஔ͚ͮとそのありํを検討す

ることであった。ຊڀݚのݙߩは̎点͛ڍられる。

　ୈ̍に、̎ つのςンϓϨートのڞ௨点や相違点をԡさ͑たλΫιϊϛーを࡞੒した上で、

論จの੔理をߦなった点である。少なくとも2�2�೥݄̏̍೔時点で、(PPHMF�4DIPMBS�で

(JPJB�FU�BM��（2��2）をҾ用した೔ຊޠ論จはώットしなかった。つまり、ถࠃを中心とした

質的ڀݚについて、೔ຊࠃ಺ࢽでは未だにࢀরされていないՄೳੑがあるとい͑る。その

ためࠓ後、೔ຊࠃ಺のڀݚ者が (JPJB�FU�BM��（2��2）をߟࢀにするࡍの̍つの見取り図をఏ

ࣔした点にݙߩがあるとい͑る。

　ୈ̎に、έース・スλσΟの厳ີੑをߴめるํ法を঺հした点である。๯಄でड़΂たよ

うに、近೥ではࡍࠃඪ४に合うڀݚ論จが必要とされているにもかかわらず、そのೳ力の

஝ੵがないことがࢦఠされていた。そこでຊڀݚは、ʮ質のߴいʰ質的ʱڀݚʯをߦなうに

あたって (JPJB�.FUIPEPMPHZ という̍つのςンϓϨートを঺հすることで、ࠓ後、೔ຊࠃ

಺ࢽの質的ڀݚの質の޲上にد༩できると͑ߟている。

̏ʵ２．ޙࠓの՝୊

　最後に、このൺֱ検討だ͚では検討できなかった̏点をࠓ後の課୊として͛ڍる。̍点

目は、ڀݚ者がϑΟーϧυにおいてどのようなϙδγϣンにいるかにؔするݴ及がない点

である。۩体的には、いかにௐࠪ対৅者へとΞΫηスするか、ڀݚ者がௐࠪ対৅者と઀す

るࡍにどの程౓ࣗ෼ࣗ਎についてޠるのかにؔするݴ及がない点を໰୊ࢹしたい。

　実ࡍ、(JPJB�FU�BM��（2��2）には、かつて (JPJB がௐࠪをߦなったࡍに起きたࣦഊの告നが

ある。

　　�ʮ܅たͪ ��このڀݚ結果はզが社のことについてશ然わかっていない。܅たͪはେ෦

෼の重要な意ࢥ決定をߦなう経Ӧװ෦૚（LJUDIFO�DBCJOFU）があることを஌らないの

かい 加をґཔできていないようだから、重要なスλッϑをࢀたͪはそのձٞへの܅� 

見མとしているし、この෼ੳは܅たͪのແ஌をさら͚出しているのだよ。ʯ

�（(JPJB�FU�BM�
�2��2
�Q��2�ʀ຋༁はච者ら）�

（���）
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　この経Ӧװ෦のࢦఠをड͚た (JPJB は、ʮ目を見開いたࢥい（"O�FZF�PQFOFS）ʯ（Q��2�）

をした後、経Ӧװ෦૚のूまりにࢀ加し、࠶౓、෼ੳ結果をॻき௚すことになった。൴ら

のこのҾ用はあくまでも、ڀݚ者がॊೈな࢟੎をとる重要ੑをࣔす一ྫとして用いられて

いる。

　しかしこのҾ用を、ڀݚ者のϑΟーϧυにお͚るϙδγϣンの変Խとଊ͑ることはでき

ないだΖうか。そもそもௐࠪにお͚るインλϏϡーやࢀ༩観࡯は、単なるڀݚ上の手ଓき

ではなく、ڀݚ者がௐࠪ先においてあるϙδγϣンを得て、そこでの人々や場所、実ફに

ΞΫηスできるときに、それに伴って変Խしていく੓࣏的なものである。

　ྫ͑ば、ιーϠー（2���）は、状況的ֶश論（F�H�
�-BWF���8FOHFS
�����）の観点から、

したり、あらΏることにΞΫηスできたりする存在࡯的にあらΏるものを観ݖ者が特ڀݚ

ではなく、ڀݚ対৅として実ફのίϛϡχςΟへࢀ加しようとしている存在であると見な

すことができるとࢦఠする。実ࡍ、ௐࠪをߦなうためには、ڀݚ者ࣗ਎も༷々なํ法で、

その対৅にΞΫηスしなくてはならない。そしてそのࡍには、ʮどのようなڀݚ手法を取Ζ

うとΤスϊάϥϑΝーがいかに実ફにΞΫηスՄೳか、という໰୊からಀれることはでき

ないʯのである（ιーϠーɼ2���ɼ��ท）。

　このように͑ߟるなら、あるௐࠪ対৅にؔしてްい記ड़ができるかどうかは、ڀݚ者の

実ફへのίϛϡχςΟへのΞΫηスՄೳੑにґ存しているということになるだΖう。そし

て、ΞΫηスの༰қさやࠔ難さは、単にௐࠪがうまくいったかどうかということだ͚では

なく、そのίϛϡχςΟにお͚るڀݚ者のϙδγϣンやそのίϛϡχςΟの開์ੑやด࠯

ੑをࣔしていると͑ߟることができる。

　ྫ͑ば、（���2）ాࢁは、ݝ࡚ٶにある̎つのਫ਼ਆපӃ（一π੉පӃと " 立පӃ）でݝ

。਎のϑΟーϧυへのΞΫηスのありํをൺֱしているࣗాࢁ、ったϑΟーϧυௐࠪをߦ

۩体的には、લ者においては、ࣗాࢁ਎がӃ長よりʮެࣜにௐࠪをґཔされたେֶの先生ʯ

として、一ํ後者においては、ࣗాࢁ਎がʮਫ਼ਆපױ者ʯとしてΞΫηスしている。この̎

つのௐࠪをൺֱすることによって、（���2）ాࢁは、ௐࠪ対৅へのΞΫηスのํ࢓によっ

て、શくҟなったϑΟーϧυでのϦΞϦςΟが見出されることをࣔしている。

　したがって、ௐࠪ対৅で得たσーλは、主観的なղऍでも٬観的な記ड़でもなく、こう

したॾؔ܎の中でߏஙされるものだと͑ߟる必要が出てくる。ै来のϑΟーϧυϫーΫの

ํ法論の多くのจݙでは、ڀݚ手法はあくまでڀݚ手法であり、ϑΟーϧυへのೖりํも、

あくまで、手法の一෦として見なされてきた。このํ法論のഎܠには、٬観主義的なೝࣝ

論がある。しかし、状況論的なΞϓローνを取るとき、ϑΟーϧυϫーΫのํ法論は実ફ

へのࢀ加やΞΫηスと੾り཭すことができないものであり、またϑΟーϧυで得たσーλ
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̏．͓ΘΓʹ

̏ʵ̍．ݙߩ
　ຊڀݚの目的は、主にถࠃを中心とした質的ڀݚで஫目されている (JPJB�.FUIPEPMPHZ

とݺばれる (JPJB�FU�BM�（2��2）を੔理し、൴らのํ法論のҐஔ͚ͮとそのありํを検討す

ることであった。ຊڀݚのݙߩは̎点͛ڍられる。

　ୈ̍に、̎ つのςンϓϨートのڞ௨点や相違点をԡさ͑たλΫιϊϛーを࡞੒した上で、

論จの੔理をߦなった点である。少なくとも2�2�೥݄̏̍೔時点で、(PPHMF�4DIPMBS�で

(JPJB�FU�BM��（2��2）をҾ用した೔ຊޠ論จはώットしなかった。つまり、ถࠃを中心とした

質的ڀݚについて、೔ຊࠃ಺ࢽでは未だにࢀরされていないՄೳੑがあるとい͑る。その

ためࠓ後、೔ຊࠃ಺のڀݚ者が (JPJB�FU�BM��（2��2）をߟࢀにするࡍの̍つの見取り図をఏ

ࣔした点にݙߩがあるとい͑る。

　ୈ̎に、έース・スλσΟの厳ີੑをߴめるํ法を঺հした点である。๯಄でड़΂たよ

うに、近೥ではࡍࠃඪ४に合うڀݚ論จが必要とされているにもかかわらず、そのೳ力の

஝ੵがないことがࢦఠされていた。そこでຊڀݚは、ʮ質のߴいʰ質的ʱڀݚʯをߦなうに

あたって (JPJB�.FUIPEPMPHZ という̍つのςンϓϨートを঺հすることで、ࠓ後、೔ຊࠃ

಺ࢽの質的ڀݚの質の޲上にد༩できると͑ߟている。

̏ʵ２．ޙࠓの՝୊

　最後に、このൺֱ検討だ͚では検討できなかった̏点をࠓ後の課୊として͛ڍる。̍点

目は、ڀݚ者がϑΟーϧυにおいてどのようなϙδγϣンにいるかにؔするݴ及がない点

である。۩体的には、いかにௐࠪ対৅者へとΞΫηスするか、ڀݚ者がௐࠪ対৅者と઀す

るࡍにどの程౓ࣗ෼ࣗ਎についてޠるのかにؔするݴ及がない点を໰୊ࢹしたい。

　実ࡍ、(JPJB�FU�BM��（2��2）には、かつて (JPJB がௐࠪをߦなったࡍに起きたࣦഊの告നが

ある。

　　�ʮ܅たͪ ��このڀݚ結果はզが社のことについてશ然わかっていない。܅たͪはେ෦

෼の重要な意ࢥ決定をߦなう経Ӧװ෦૚（LJUDIFO�DBCJOFU）があることを஌らないの

かい 加をґཔできていないようだから、重要なスλッϑをࢀたͪはそのձٞへの܅� 

見མとしているし、この෼ੳは܅たͪのແ஌をさら͚出しているのだよ。ʯ

�（(JPJB�FU�BM�
�2��2
�Q��2�ʀ຋༁はච者ら）�

（���）
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して、理論的ײडੑ（UIFPSFUJDBM�TFOTJUJWJUZ）の必要ੑと໌記している。理論的ײडੑとは

ʮࣗݾのྖڀݚҬを理論的にಎ࡯できるೳ力ʯであり、ྖ Ҭにີ着したϨϕϧとந৅的なϨ

ϕϧでߏ੒されるカςΰϦーとԾઆからなる理論૷උ（BSNBNFOUBSJVN）である（(MBTFS���

4USBVTT
�����
�Q����ʀ๜༁ɼ��ท）。

　すなわͪ、ڀݚ者は৽しい理論を生み出すために、ط存ڀݚにґڌしないようにռめら

れる一ํで、൴らは৽しい理論を生み出すために、޿く஌れ౉ったط存ڀݚをجにした理

論的ײडੑもٻめଓ͚ているのだ（5JNNFSNBOT���5BWPSZ
�2��2
�Q�����）̓。

　それでは、このάϥ΢ンσッυ・ηΦϦーの໰୊はいかにࠀ෰できるだΖうか。この点

については、ԋ៷法とؼ納法とはҟなるਪ論ࣜܗであるΞϒμΫγϣン（BCEVDUJPO）に஫

目するというٞ論が近೥ߦわれている（5JNNFSNBOT���5BWPSZ
�2��2
�Q�����）。この点に

ؔする検討はຊڀݚのࢴ෯を௒͑るため、ࠓ後の課୊としたい。

　最後の̏点目として、̓ทにまとめたλΫιϊϛーにおいて、社ձߏ੒主義がトϥイΞ

ンΪϡϨーγϣンによって৴པੑを୲อする必要ੑを上͛たい。社ձߏ੒主義は、஌ࣝが

人々とはಠ立して٬観的に存在する事実ではなく、人々のԿらかの׆ಈの結果、࡞り上͛

られた࢈෺と理ղする立場をࢦすことはೝࣝ論上のલఏとڀݚの޲ࢤ （ੑ̎ʵ̍ɽ）でड़΂

た௨りである。

　しかしながら、トϥイΞンΪϡϨーγϣンによって৴པੑを୲อすることができると主

張する (JPJB�FU�BM��（2��2）は、༷々なํ法を用いれば、（すでにそこにある）より確かな

事実に౸ୡできることをલఏにしていないだΖうか。このલఏは、஌ࣝが人々とはಠ立し

て٬観的に存在する事実ではないとする社ձߏ੒主義の立場とໃ६することになってしま

う。この໰୊は、質的ڀݚとྔ的ڀݚの෼ੳํ法の対立にもつながるため、ߘをվめて検

討することにしていきたい。

ँࣙ
　ຊ論จの৹ࠪ過程でಗ໊ϨϑΣϦーの先生よりو重なίϝントをいただいた。この場を

おआりして、ँײ申し上͛たい。

̓�そもそも (MBTFS と 4USBVTT ࣗ਎も、理論ߏஙのؼ納的ํ法がந৅Խのዞ意的な過程を௨じて、ྖҬີ
着理論（B�TVCTUBOUJWF�UIFPSZ）かެࣜ理論（B�GPSNBM�UIFPSZ）のいずれかにߦき着くとड़΂ていた。

ʮ෼ੳ者は、σーλにかなりみられる多༷ੑを理論的に理ղするために、֓೦的ந৅౓の点で、෼ੳを
ਐめている質的な資ྉよりも一ൠੑのϨϕϧがߴい֓೦を࢖用せ͟るを得ない。（中ུ）また、もし
あるந৅的な社ձֶ的カςΰϦーにؔ࿈した多くのڀݚからҾき出されたڀݚ੒果から始めれば、෼
ੳ者は一つの֓೦的ྖҬにؔ࿈したϑΥーマϧ理論で終わることになΖうʯ（(MBTFS���4USBVTT
�����
�
Q�������๜༁ɼ���ท）。
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も、そうしたࣗらをؚΉॾؔ܎のߏஙのありํの中で理ղされる΂きものだということに

なるだΖう。この点にؔしては、さらなる検討が必要である。

　̎点目は、(JPJB�FU�BM��（2��2）がґڌするάϥ΢ンσッυ・ηΦϦーが๊͑る理論ߏ

ஙのํ法にある。൴らは෼ੳについて、その過程でؼ納的なものからΞϒμΫςΟϒ

（BCEVDUJWF）なものへとҠߦしていくことにݴ及している（Q��2�）。しかし、ここでいう

ΞϒμΫςΟϒとは一体どのようなものなのかにؔするઆ໌がෆ଍しており、どういうこ

とをࢦすのかについて理ղにۤしΉ。

　また、当のάϥ΢ンσッυ・ηΦϦーも読者をࠔ࿭させる相൓するΞυバイスがなされ

ているというࢦఠがある（5JNNFSNBOT���5BWPSZ
�2��2
�QQ�����ô���）。۩体的にい͑ば、

、しないようにռめられる一ํでڌにґڀݚ存ط、者は৽しい理論を生み出すためにڀݚ

൴らは৽しい理論を生み出すために、޿く஌れ౉ったط存ڀݚをجにした理論的ײडੑも

�2��2
めଓ͚ているのだ（5JNNFSNBOT���5BWPSZٻ
�Q�����）。これは一体、なͥ生じてし

まったのだΖうか。

　まず (MBTFS�BOE�4USBVTT�（����）に目を௨すとؾがつくのは、൴らが繰り返し、ڀݚ者

にૣいஈ֊でط存ڀݚにೖれ込み࿭わされないようにܯ告していることだ。ྫ͑ばʮݚ

するࢹ௨りແࣈを、最ॳのうͪはจݙ対৅となるྖҬにؔわる理論と事実に৮れたจڀ

ことʕこれこそが効果的な一つのઓུなのであるʯと໌ݴしている（(MBTFS���4USBVTT
�

����
�Q����ʀ๜༁ɼ��ท）。また後ஈでもʮڀݚ者ࣗ਎がある特定のあらかじめ用意され

た̍つの理論にڀݚ者がೖれ込Μでしまうと、૑଄ੑがࣦわれるʯという強いܯ告をして

いる（(MBTFS���4USBVTT
�����
�Q����ʀ๜༁ɼ��ท）。

　しかし、൴らがఏএする理論ߏஙのؼ納的ํ法（いわΏるάϥ΢ンσッυ・ηΦϦー・

Ξϓローν）をઆ໌の中で、結果的にڀݚ者にໃ६した要ٻを課すことになってしまう。

(MBTFS と 4USBVTT がఏҊするʮઈ͑͟るൺֱ法（DPOTUBOU�DPNQBSBUJWF�NFUIPE）ʯ（(MBTFS���

4USBVTT
�����
�Q����ʀ๜༁ɼ�2�ท）において重要な理論的αンϓϦンά（特に、Կをൺֱ

ूஂとするのか）のجຊとなるのは、ු上しつつあるカςΰϦーの発లをଅਐする理論的

ؔ࿈ੑ（UIFPSFUJDBM�SFMFWBODF）があることだ（(MBTFS���4USBVTT
�����
�Q����ʀ๜༁ɼ��ô��

ท）。なͥなら、ྖҬີ着理論であっても、それがどのように理論的に重要ੑがあるのか

は、理論とؔ࿈付͚な͚れば意味をなさないからである。そのため、ඇৗにந৅的な理論

と਺多くの重要ੑの๡しい特定ྖҬにີ着したڀݚとのؒをつなぐマートンのݴうとこΖ

のʮ中ൣғの理論ʯを生み出すためにάϥ΢ンσッυ・ηΦϦーのํ法論の開発を೤๬し

たのだ（(MBTFS���4USBVTT
�����
�Q����ʀ๜༁ɼ���ท）。

　ಉ時に、(MBTFS と 4USBVTT は、ڀݚ者がඋ͑る必要のある理論的なಎ࡯にؔする特ੑと

（���）
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して、理論的ײडੑ（UIFPSFUJDBM�TFOTJUJWJUZ）の必要ੑと໌記している。理論的ײडੑとは

ʮࣗݾのྖڀݚҬを理論的にಎ࡯できるೳ力ʯであり、ྖ Ҭにີ着したϨϕϧとந৅的なϨ

ϕϧでߏ੒されるカςΰϦーとԾઆからなる理論૷උ（BSNBNFOUBSJVN）である（(MBTFS���

4USBVTT
�����
�Q����ʀ๜༁ɼ��ท）。

　すなわͪ、ڀݚ者は৽しい理論を生み出すために、ط存ڀݚにґڌしないようにռめら

れる一ํで、൴らは৽しい理論を生み出すために、޿く஌れ౉ったط存ڀݚをجにした理

論的ײडੑもٻめଓ͚ているのだ（5JNNFSNBOT���5BWPSZ
�2��2
�Q�����）̓。

　それでは、このάϥ΢ンσッυ・ηΦϦーの໰୊はいかにࠀ෰できるだΖうか。この点

については、ԋ៷法とؼ納法とはҟなるਪ論ࣜܗであるΞϒμΫγϣン（BCEVDUJPO）に஫

目するというٞ論が近೥ߦわれている（5JNNFSNBOT���5BWPSZ
�2��2
�Q�����）。この点に

ؔする検討はຊڀݚのࢴ෯を௒͑るため、ࠓ後の課୊としたい。

　最後の̏点目として、̓ทにまとめたλΫιϊϛーにおいて、社ձߏ੒主義がトϥイΞ

ンΪϡϨーγϣンによって৴པੑを୲อする必要ੑを上͛たい。社ձߏ੒主義は、஌ࣝが

人々とはಠ立して٬観的に存在する事実ではなく、人々のԿらかの׆ಈの結果、࡞り上͛

られた࢈෺と理ղする立場をࢦすことはೝࣝ論上のલఏとڀݚの޲ࢤ （ੑ̎ʵ̍ɽ）でड़΂

た௨りである。

　しかしながら、トϥイΞンΪϡϨーγϣンによって৴པੑを୲อすることができると主

張する (JPJB�FU�BM��（2��2）は、༷々なํ法を用いれば、（すでにそこにある）より確かな

事実に౸ୡできることをલఏにしていないだΖうか。このલఏは、஌ࣝが人々とはಠ立し

て٬観的に存在する事実ではないとする社ձߏ੒主義の立場とໃ६することになってしま

う。この໰୊は、質的ڀݚとྔ的ڀݚの෼ੳํ法の対立にもつながるため、ߘをվめて検

討することにしていきたい。

ँࣙ
　ຊ論จの৹ࠪ過程でಗ໊ϨϑΣϦーの先生よりو重なίϝントをいただいた。この場を

おआりして、ँײ申し上͛たい。

̓�そもそも (MBTFS と 4USBVTT ࣗ਎も、理論ߏஙのؼ納的ํ法がந৅Խのዞ意的な過程を௨じて、ྖҬີ
着理論（B�TVCTUBOUJWF�UIFPSZ）かެࣜ理論（B�GPSNBM�UIFPSZ）のいずれかにߦき着くとड़΂ていた。

ʮ෼ੳ者は、σーλにかなりみられる多༷ੑを理論的に理ղするために、֓೦的ந৅౓の点で、෼ੳを
ਐめている質的な資ྉよりも一ൠੑのϨϕϧがߴい֓೦を࢖用せ͟るを得ない。（中ུ）また、もし
あるந৅的な社ձֶ的カςΰϦーにؔ࿈した多くのڀݚからҾき出されたڀݚ੒果から始めれば、෼
ੳ者は一つの֓೦的ྖҬにؔ࿈したϑΥーマϧ理論で終わることになΖうʯ（(MBTFS���4USBVTT
�����
�
Q�������๜༁ɼ���ท）。
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も、そうしたࣗらをؚΉॾؔ܎のߏஙのありํの中で理ղされる΂きものだということに

なるだΖう。この点にؔしては、さらなる検討が必要である。

　̎点目は、(JPJB�FU�BM��（2��2）がґڌするάϥ΢ンσッυ・ηΦϦーが๊͑る理論ߏ

ஙのํ法にある。൴らは෼ੳについて、その過程でؼ納的なものからΞϒμΫςΟϒ

（BCEVDUJWF）なものへとҠߦしていくことにݴ及している（Q��2�）。しかし、ここでいう

ΞϒμΫςΟϒとは一体どのようなものなのかにؔするઆ໌がෆ଍しており、どういうこ

とをࢦすのかについて理ղにۤしΉ。

　また、当のάϥ΢ンσッυ・ηΦϦーも読者をࠔ࿭させる相൓するΞυバイスがなされ

ているというࢦఠがある（5JNNFSNBOT���5BWPSZ
�2��2
�QQ�����ô���）。۩体的にい͑ば、

、しないようにռめられる一ํでڌにґڀݚ存ط、者は৽しい理論を生み出すためにڀݚ

൴らは৽しい理論を生み出すために、޿く஌れ౉ったط存ڀݚをجにした理論的ײडੑも

�2��2
めଓ͚ているのだ（5JNNFSNBOT���5BWPSZٻ
�Q�����）。これは一体、なͥ生じてし

まったのだΖうか。

　まず (MBTFS�BOE�4USBVTT�（����）に目を௨すとؾがつくのは、൴らが繰り返し、ڀݚ者

にૣいஈ֊でط存ڀݚにೖれ込み࿭わされないようにܯ告していることだ。ྫ͑ばʮݚ

するࢹ௨りແࣈを、最ॳのうͪはจݙ対৅となるྖҬにؔわる理論と事実に৮れたจڀ

ことʕこれこそが効果的な一つのઓུなのであるʯと໌ݴしている（(MBTFS���4USBVTT
�

����
�Q����ʀ๜༁ɼ��ท）。また後ஈでもʮڀݚ者ࣗ਎がある特定のあらかじめ用意され

た̍つの理論にڀݚ者がೖれ込Μでしまうと、૑଄ੑがࣦわれるʯという強いܯ告をして

いる（(MBTFS���4USBVTT
�����
�Q����ʀ๜༁ɼ��ท）。

　しかし、൴らがఏএする理論ߏஙのؼ納的ํ法（いわΏるάϥ΢ンσッυ・ηΦϦー・

Ξϓローν）をઆ໌の中で、結果的にڀݚ者にໃ६した要ٻを課すことになってしまう。

(MBTFS と 4USBVTT がఏҊするʮઈ͑͟るൺֱ法（DPOTUBOU�DPNQBSBUJWF�NFUIPE）ʯ（(MBTFS���

4USBVTT
�����
�Q����ʀ๜༁ɼ�2�ท）において重要な理論的αンϓϦンά（特に、Կをൺֱ

ूஂとするのか）のجຊとなるのは、ු上しつつあるカςΰϦーの発లをଅਐする理論的

ؔ࿈ੑ（UIFPSFUJDBM�SFMFWBODF）があることだ（(MBTFS���4USBVTT
�����
�Q����ʀ๜༁ɼ��ô��

ท）。なͥなら、ྖҬີ着理論であっても、それがどのように理論的に重要ੑがあるのか

は、理論とؔ࿈付͚な͚れば意味をなさないからである。そのため、ඇৗにந৅的な理論

と਺多くの重要ੑの๡しい特定ྖҬにີ着したڀݚとのؒをつなぐマートンのݴうとこΖ

のʮ中ൣғの理論ʯを生み出すためにάϥ΢ンσッυ・ηΦϦーのํ法論の開発を೤๬し

たのだ（(MBTFS���4USBVTT
�����
�Q����ʀ๜༁ɼ���ท）。

　ಉ時に、(MBTFS と 4USBVTT は、ڀݚ者がඋ͑る必要のある理論的なಎ࡯にؔする特ੑと

（���）



��

小規模事業者に対する専門家支援の必要性

� 井　上　仁　志†、藤　岡　　　昇††

Necessity�of�Expert�Support�for�Small�Enterprises

� INOUE�Hitoshi,�FUJIOKA�Noboru

目　　次

Ωʔϫʔυɿಉ଒経Ӧ、税຿、࿑຿、専門家支援

ᶗ．͸͡Ίʹ

　೔ຊの企業の����ˋ以上は中小企業・小規模事業者で、中でも小規模事業者は約����ˋ

とそのେ෦෼を઎めている̍。この小規模事業者については、େ規模な企業にൺ΂経Ӧ૚

がಉ଒でݻめられている場合が多く、企業ӡӦの主要な業຿を専門的なೳ力ではなく、਌

଒というつながりで୲当している。

　このため税຿業຿や࿑຿業຿といった企業ӡӦ上重要で、ద法ੑを確อしな͚れば企業

存ଓにӨڹを及΅しかͶない事߲の業຿処理を専門的ೳ力がෆ଍した状態でߦわ͟るを得

ない。

　税຿業຿、࿑຿業຿を਌଒でないै業һが୲当している場合もあるが、ै業һが少ない

小規模事業者では、ࣗ社੡品のൢ売、αーϏスのఏڙなどをߦうのにਫ਼一ഋで、税຿や࿑

̈� େ࢈ࡕ業େֶ経Ӧֶ෦経ӦֶՊڭत
̈̈� 税理士

૲ ߘ ఏ 出 ೔　��݄2�೔
最終ߘݪఏ出೔　��݄2�೔

̍�中小企業ிʮ中小企業・小規模事業者の਺（2���೥݄̒時点）ʯ。

ᶗɽはじめに
ᶘɽ小規模事業者の現状
ᶙɽ専門家支援の必要ੑ
ᶚɽ税຿、࿑຿୲当の設ஔと専門家׆用のൺֱ
ᶛɽ税理士と社ձอݥ࿑຿士の支援ྫ
ᶜɽおわりに

��

େ࢈ࡕ業େֶ経Ӧ論ू　ୈ ùø ୈ　ר ù ŋ ú 合ซ߸

ݙจߟࢀ
$PSMFZ
�,��(�
���(JPJB
�%��"��（2���）��*EFOUJUZ�BNCJHVJUZ�BOE�DIBOHF�JO�UIF�XBLF�PG�B�DPSQPSBUF�

TQJO�P⒎��┅┨┱┭┲┭┷┸┶┥┸┭┺┩ⓤ┗┧┭┩┲┧┩ⓤ┕┹┥┶┸┩┶┰┽⓰ⓤ⓸⓽ⓤ（2）
�����ô�����
&JTFOIBSEU
�,��.��（����）��#VJMEJOH�UIFPSJFT�GSPN�DBTF�TUVEZ�SFTFBSDI��┅┧┥┨┩┱┽ⓤ┳┪ⓤ┑┥┲┥┫┩┱┩┲┸ⓤ

┖┩┺┭┩┻⓰ⓤ⓵⓸ⓤ（�）
���2ô����
(JPJB
�%��"�
�$PSMFZ
�,��(�
���)BNJMUPO
�"��-��（2��2）��4FFLJOH�2VBMJUBUJWF�3JHPS� JO� *OEVDUJWF�

3FTFBSDI�/PUFT�PO�UIF�(JPJB�.FUIPEPMPHZ��┓┶┫┥┲┭┾┥┸┭┳┲┥┰ⓤ┖┩┷┩┥┶┧┬ⓤ┑┩┸┬┳┨┷⓰ⓤ⓵⓺（�）
���ô���
(MBTFS
�#��(�
���4USBVTT
�"��-��（����）��┘┬┩ⓤ┨┭┷┧┳┺┩┶┽ⓤ┳┪ⓤ┫┶┳┹┲┨┩┨ⓤ┸┬┩┳┶┽⓾ⓤ┗┸┶┥┸┩┫┭┩┷ⓤ┪┳┶ⓤ┵┹┥┰┭┸┥┸┭┺┩ⓤ

┶┩┷┩┥┶┧┬��/FX�:PSL
�/:��"MEJOF�（後౻ོ・େ出य़ߐ・ਫ໺節෉༁ʰσーλ対࿩ܕ理論の発見�
ௐࠪからいかに理論をうみだすかʱ৽༵社ɼ2���೥）ɽ

金Ҫᆹ޺（����）ɽh 企業者ネットϫーΩンάのੈք�Ϙストン近ลの企業者ίϛϡχςΟの୳ٻʱ
ന౧ॻ๪ �

-BWF
�+�
���8FOHFS
�&��（����）��┗┭┸┹┥┸┩┨ⓤ┐┩┥┶┲┭┲┫⓲ⓤ┐┩┫┭┸┭┱┥┸┩ⓤ┴┩┶┭┴┬┩┶┥┰ⓤ┴┥┶┸┭┧┭┴┥┸┭┳┲⓲ⓤ$BNCSJEHF
�
."��$BNCSJEHF�6OJWFSTJUZ�1SFTT�（ࠤഢᡣ༁h 状況にຒめ込まれたֶश�正౷的पลࢀ加࢈ʱ
業図ॻɼ����೥）ɽ

໺ଜ（���2）߁ɽh 社ձՊֶのํ͑ߟ�ೝࣝ論、Ϧαーν・σβイン、手法ʱ໊ݹ԰େֶ出൛ձɽ
लయ（2���）ɽʮέース・スλσΟのັ力はどこに౻ࠤ  �ʕ経Ӧֶྠ講 &JTFOIBSEU�（����）�ʕʯh ੺

門マネδϝント・ϨϏϡーʱୈ̔רୈ��߸ɼ���ô���ทɽ
ιーϠーり͑こ（2���）ɽʮ社ձ的実ફとしてのֶशʕ状況的ֶश論֓観ʕʯ（上໺௚थ・ιーϠー

り͑こฤʰจԽと状況的ֶश�実ફ、ޠݴ、人޻෺へのΞΫηスのσβイン （ɦ��ô��ท）ɼຌ
人社ɼ2���೥）ɽ

ాଜ正（���2）لɽh Ϧαーν・σβイン�経Ӧ஌ࣝ૑଄のجຊٕज़ʱന౧ॻ๪ɽ
5JNNFSNBOT
� 4�
���5BWPSZ
� *��（2��2）��5IFPSZ�DPOTUSVDUJPO� JO�RVBMJUBUJWF� SFTFBSDI��'SPN�

HSPVOEFE�UIFPSZ�UP�BCEVDUJWF�BOBMZTJT��┗┳┧┭┳┰┳┫┭┧┥┰ⓤ┘┬┩┳┶┽
ņ⓷⓴（�）
����ô����
෋ळஶʰϑΟーϧυాࢁ）ʯݾ෋ळ（2���）ɽʮୈೋষ�ϑΟーϧυϫーΫにおいて変༰するࣗాࢁ

ϫーΫのΞϙϦΞ （ɦ��ô�2ท）ɼせりかॻ๪ɼ2���೥）ɽ
:JO
�3��,�（����）��┇┥┷┩ⓤ┷┸┹┨┽ⓤ┶┩┷┩┥┶┧┬⓾ⓤ┈┩┷┭┫┲ⓤ┥┲┨ⓤ┱┩┸┬┳┨┷�（2OE�FET�）�/FXCVSZ�1BSL
�$"��4BHF�

（近౻ެ඙༁ʰέース・スλσΟのํ法�ୈ̎൛ʱઍ૔ॻ๪ɼ����೥）ɽ
ԣᖒެಓ・ล੒༞・޲Ҫ༔一࿕（2���）ɽʮέース・スλσΟํ法論ɿどのΞϓローνをબͿかʯ

ʰ੺門マネδϝント・ϨϏϡーʱୈ�2רୈ̍߸ɼ��ô��ทɽ
好Ҫ༟໌（2���）ɽhʮあたりま͑ʯをٙう社ձֶ�質的ௐࠪのηンスʱޫจ社৽ॻɽ

（��2）




